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実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
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源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
7. 土木費 4. 道路維持車両整備事業

2. 道路橋梁費

2. 道路維持費 道路維持課

（佐倉市）　　

第５章
｢住環境が整備された住みやすいまちづくり｣～都市 10,155

基盤整備の充実～ 平成23年度 0

臨時 単独 計画 0 9,555 基本施策３
道路環境が充実した安全で快適なまちにします 平成24年度 0

平成25年度 9,555

施策１
快適な道路環境に努めます 平成26年度 300

平成27年度 300

9,555 9,555

緊急時等において、道路通行の確保を市が直接行えるよ 道路の維持管理における日常的な維持補修作業を行うと 災害発生時の土砂撤去等を速やかに行うことができるこ

うに道路維持車両（ホイールローダー１台）の更新を行うものです。 共に災害発生や災害の危険性のある時など、重機の使用は不可欠であり とから、２次災害の防止や市民生活の環境確保ができ、交通の安全に寄

ますが、業者手配では、時間的な問題が発生する恐れがあります。この 与することができます。また、平常時には各種作業に従事させることに

ことから、緊急時に対応できるように自己保有することが重要となりま より作業の効率を図ることが可能となります。

す。

特になし

12 14 0 14

18 9,541 0 9,541

差引一般財源 9,555 0 9,555


